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１ 

金
崎
神
社 

祭
神 

小
碓

お
う
す
の

命
み
こ
と

（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
） 

金
崎
神
社
は
旧
前
田
八
幡
神
社
の
境
内
摂
社
で
、
古
く
は

王
子
権
現
と
も
称
さ
れ
、
芳
尾
山
の
南
麓
亀
田
町
東
川
上
に

あ
り
ま
す
。
承
平
年
間
（
９
３
１
～
９
３
８
）
の
創
祀
と
言

わ
れ
、
御
神
体
は
皇
子
神
像
で
中
国
風
で
す
。
昭
和
５
２
年

（
１
９
７
７
）
に
社
殿
を
解
体
修
理
し
た
際
、
古
い

幟
の
ぼ
り

お
よ

び
文
書
３
通
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
天
保
１
３
年
（
１
８
４

２
）
当
時
は
、
王
子
大
権
現
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
裏
山
の
芳
尾
山
の
頂
上
は
三
木
郡
と
山
田
郡
（
現

三
木
町
と
高
松
市
）
の
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
小
碓

お
う
す
の

命
み
こ
と

】 

景
行
天
皇
の
皇
子
で
仲
哀
天
皇
の
父
と
さ

れ
る
人
物
で
す
。 

 

２ 

高
尾
樋
門 

新
川
が
東
か
ら
西
に
流
れ
て
、
三
木
町
か
ら
高
松
市
に
入
る
所
に
あ
り
ま
す
。
洪
水
時
の
逆
流
防
止
の

金 崎 神 社  
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た
め
の
樋
門
で
す
。
こ
の
樋
門
を
閉
め
て
も
、
南
の
た
く
さ
ん
の

水
路
か
ら
流
れ
て
く
る
水
で
、
三
木
町
池
戸
地
区
は
昔
か
ら
洪
水

の
害
に
あ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

水
の
出
や
す
い
場
所
に
郡
の
境
（
現
在
の
三
木
町
と
高
松
市
の

境
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
郡
が
設
置
さ
れ
た
古
代
以
来
の
問

題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
池
戸
は
も
と
「
池
辺
」
と
書

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
水
の
貯
ま
っ
た
自
然
地
形
が
想
像
さ
れ

ま
す
。 

 ３ 

池
戸
八
幡
神
社 

 

祭
神 

誉
田

ほ

ん

だ

別
わ
け
の

尊
み
こ
と

（
応
神
天
皇
）
な
ど
八
幡
３
神 

池
戸
八
幡
神
社
は
、
「
池
戸
の
大
宮
の
八
幡
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
香
川
大
学
医
学
部
の
南
東
に
あ
る
男
井

間
池
の
西
側
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
鳥
居
を
通
り
石
段
を
上
が
る
と
、
参
道
に
は
ず
ら
り
と
石
灯
籠
が
並

び
壮
観
で
す
。
道
を
真
っ
直
ぐ
進
む
と
突
き
当
た
り
に
社
殿
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
は
三
間
二
面
の
流
造
で

屋
根
は
桧
皮
葺
、
拝
殿
は
五
間
二
面
の
入
母
屋
造
で
千
鳥
破
風

は

ふ

向
拝
付
き
で
屋
根
は
本
瓦
葺
き
、
本
殿

蟇
か
え
る

股ま
た

細
部
に
は
よ
く
近
世
初
期
の
様
式
を
残
し
て
い
ま
す
。 

高 尾 樋 門  
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陽
成
天
皇
の
元
慶
８
年
（
８
８
４
）
理
源
大
師
（
聖
宝
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
亀
田
八
幡
宮
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
生い

き

延の
び

大
宮
と
も
言
わ
れ
、
１
郷
１
社
の

神
社
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
永
正
３
年
（
１
５
０
６
）
池
戸
中
城
の
城
主
山
地
志
摩
守
が
社

殿
を
修
繕
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
天
正
１
１
年
（
１
５
８
３
）
長
曽
我
部
元
親
の
兵
火
に
か
か
り
、

社
殿
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
松
原
万
助
義
成
が
生
駒
家
に
申
請
し
て
再

興
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
慶
長
７
年
の
棟
札
銘
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
境
内
に
あ
る
樟
の
大

木
は
寛
永
２
年
（
１
６
２
５
）
に
万
助
の
子
玄と

き

雪ゆ
き

が
植
樹
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
境
内
に
は
三
木
町
が
生
ん
だ
農
業
の
先
覚
者
奈
良
専
二
の
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

        

池 戸 神 社  
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【
松
原
万
助
・
玄
雪
】 

河
内
国
（
大
阪
府
）
古
市
郡
壺
井
の
住
人
多
田
五
郎
義
時
か
ら
出
て
い
ま
す
。
天
正
８
年
（
１
５
８
０
）

万
助
義
成
は
池
戸
に
居
を
構
え
ま
し
た
。
十
河
存
保
、
生
駒
藩
及
び
松
平
藩
に
仕
え
９
世
義
勝
の
時
よ
り

医
業
を
営
み
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
敬
神
、
崇
祖
の
念
厚
く
、
玄
雪
は
阿
波
三
好
氏
の
出
で
、
万
助

の
娘
を
妻
と
し
て
家
を
継
ぎ
、
生
駒
氏
の
旗
奉
行
（
５
０
０
石
）
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。
生
駒
藩
３
代
正

俊
か
ら
酒
造
業
や
製
塩
業
の
特
権
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
奈
良 

専
二
】 

香
川
県
三
木
町
出
身
の
篤
農
家
で
、
農
業
指
導
者
。
群
馬
県
の
船
津
伝
次

平
、
奈
良
県
の
中
村
直
三
と
と
も
に
「
明
治
の
三
大
老
農
」
の
一
人
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
、
讃
岐
国
三
木
郡
池
戸
村
（
現
在
香
川
県
木
田
郡

三
木
町
大
字
池
戸
）
の
農
家
、
奈
良
佐
四
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
尐

の
こ
ろ
か
ら
「
農
を
も
っ
て
国
を
興
す
」
と
い
う
大
志
を
抱
き
、
わ
ず
か
８

歳
で
運
搬
用
の
ネ
コ
車
を
発
明
す
る
な
ど
農
機
具
の
考
案
、
さ
ら
に
は
イ
ネ

の
品
種
改
良
（
奈
良
稲
）
な
ど
農
業
全
般
に
わ
た
る
実
地
指
導
者
と
し
て
活

奈 良 専 二  
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躍
し
ま
し
た
。
明
治
１
６
年
（
１
８
８
３
）
、
６
０
歳
を
過
ぎ
て
決
意
を
新
た
に
上
京
。
以
来
、
東
京
、
千

葉
、
茨
城
の
各
地
で
農
業
技
術
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

明
治
２
４
年
（
１
８
９
１
）
、
秋
田
県
仙
北
郡
花
館
村
（
現
・
大
仙
市
）
に
農
業
指
導
者
と
し
て
招
聘
さ

れ
、
ウ
サ
ギ
の
生
産
・
養
蚕
・
馬
産
を
奨
励
、
さ
ら
に
納
豆
、
豆
腐
の
製
法
も
教
え
、
乾
田
で
の
馬
耕
も

指
導
、
着
々
と
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
数
々
の
農
書
を
著
し
て
い
ま
す
。
明
治
２
５
年
（
１
８
９

２
）
、
秋
田
県
南
秋
田
郡
川
尻
村
（
現
・
秋
田
市
）
で
肺
炎
の
た
め
死
亡
し
ま
し
た
。 

 ４ 

池
戸
八
幡
神
社
１
号
墳 

 

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
に
測
量
調
査
に
よ
り
、
三
木
町
で
始
め
て
確
認
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。 

固
有
の
通
称
は
な
く
古
墳
群
に
通
番
を
つ
け
て
池
戸
八
幡
神
社
１
号
墳
と
さ
れ
神
社
参
道
西
側
の
山
林
中

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
北
東
方
面
に
前
方
部
を
向
け
、
円
部
が
丘
陵
部
最
高
所
に
あ
り
ま
す
。
神
社
の
北

側
に
は
数
か
所
円
墳
状
の
高
ま
り
が
あ
り
、
池
戸
八
幡
神
社
裏
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

１
号
墳
の
後
円
部
の
径
１
９
～
２
１
ｍ
、
高
さ
１
＋
５
ｍ
で
、
前
方
部
の
最
大
幅
は
７
ｍ
、
高
さ
１
ｍ

を
測
り
、
墳
丘
全
長
は
３
８
ｍ
で
、
後
円
部
に
比
べ
前
方
部
の
幅
が
狭
く
虫
眼
鏡
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
昔
の
鏡
の
形
を
例
に
挙
げ
て
柄
鏡
式
の
前
方
後
円
墳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

北
方
か
ら
弥
生
土
器
壺
棺
の
細
片
、
須
恵
器
片
が
尐
量
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
南
方
か
ら
は
、
柱
穴
が
検
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出
さ
れ
て
お
り
、
掘
立
柱
建
物
跡
、
あ
る
い
は
棚
列
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
５ 

男
井
間
池 

（
池
の
規
模 

 

提
長 

２
９
０
ｍ 

提
高
９
・

７
ｍ 

満
水
面
積
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル 

貯
水
量
９

５
・
６
万
立
方
メ
ー
ト
ル 

灌
漑
面
積 

１
８

８
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

 

男
井
間
池
は
昔
「
雄
沼
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
い

ま
す
。
「
男
井
間
池
之
碑
」
に
は
１
＊
２
０
０
年
も

前
の
築
造
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
め
池
の
中
ほ

ど
に
残
っ
て
い
る
中
堤
と
呼
ば
れ
る
旧
堤
防
の
後

か
ら
推
測
す
る
と
、
造
ら
れ
た
当
時
は
今
の
半
分

足
ら
ず
の
規
模
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
背
後
に
谷

川
な
ど
を
持
た
な
い
た
め
、
水
た
ま
り
の
悪
い
池

で
し
た
。
江
戸
時
代
の
池
台
帳
に
よ
れ
ば
、
井
戸

村
和
爾
賀
波

わ

に

か

わ

神
社
近
く
の
鴨
部
川
に
横
井
を
設
け
、

男 井 間 池  
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そ
こ
か
ら
下
高
岡
村
・
平
木
村
・
井
上
村
な
ど
を
通
り
、
お
よ
そ
長
さ
６
＊
３
０
０
間
（
１
１
ｋ
ｍ
）
、
井

上
村
の
観
音
関
か
ら
３
０
０
間
（
５
４
０
ｍ
）
を
隔
て
て
掛
井
手
を
作
り
導
水
し
て
い
ま
し
た
が
、
距
離

が
長
く
勾
配
が
ゆ
る
い
た
め
、
漏
水
に
悩
ま
さ
れ
、
池
を
満
水
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
井
上
村
の
溝
口
恒
八
は
、
水
源
を
近
く
の
平
木
川
（
新
川
）
に
求
め
、
７
か
村
の
庄
屋
に
相
談
し
、

高
松
藩
に
願
い
出
て
天
明
５
年
（
１
７
８
５
）
１
月
に
許
可
を
得
ま
し
た
。
そ
の
年
の
３
月
に
開
始
し
た

工
事
は
順
調
に
は
か
ど
り
、
１
１
月
に
新
し
い
掛
井
手
を
完
成
さ
せ
、
恒
八
は
功
に
よ
り
年
々
米
４
石
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
大
き
い
改
修
工
事
も
な
く
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
２
３
年
（
１
９
４

８
）
に
至
っ
て
新
川
の
水
を
直
接
ポ
ン
プ
で
揚
水
す
る
こ
と
で
そ
の

万
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

６ 

女
井
間
池 

（
池
の
規
模 

堤
長 

２
６
８
・
０
ｍ 

 

提
高 
３
・
７
ｍ 

満

水
面
積 

６
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル 

貯
水
量 

１
２
・
９
万
立
方
メ
ー

ト
ル 

 

灌
漑
面
積 

２
５
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

 

古
く
か
ら
男
井
間
・
女
井
間
な
ら
び
称
さ
れ
て
き
た
池
で
す
。
女

井
間
池
の
北
、
４
０
０
ｍ
の
所
に
奈
良
時
代
の
始
覚
寺
跡
が
あ
り
ま

女 井 間 池  
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す
。
両
池
と
も
池
と
し
て
の
形
が
整
っ
た
の
は
近
世
初
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
男
井
間
池
・
女
井

間
池
は
と
も
に
三
木
町
北
部
に
降
っ
た
雨
水
が
い
っ
た
ん
二
ツ
池
に
た
め
ら
れ
た
後
、
再
び
寒か

ん

国く
に

川
と
な

っ
て
流
れ
下
る
の
を
受
け
て
溜
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
１
５
年
（
２
０
０
３
）
に
男
井
間
池
、
女
井
間
池
で
オ
ニ
バ
ス

（
絶
滅
危
惧Ⅱ

類
）
の
生
育
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ニ
バ
ス
は
特
に

三
豊
・
丸
亀
平
野
に
集
中
し
、
三
木
町
は
そ
の
東
端
に
あ
た
り
ま
す
。

水
面
に
１
ｍ
を
越
す
葉
を
広
げ
、
と
げ
を
纏ま

と

っ
た
姿
は
や
や
グ
ロ
テ
ス

ク
で
す
が
、
８
月
～
９
月
頃
に
白
味
を
帯
び
た
紫
の
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
お
よ
そ
１
０
０
万
年
前
、
瀬
戸
内
が
湖
沼
地
帯
で
あ
っ
た
頃

の
生
き
残
り
で
、
生
き
た
化
石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

始
覚
寺
跡 

三
木
町
指
定
文
化
財 

昭
和
６
０
年
３
月
２
３
日
指
定 

現
在
の
始
覚
寺
境
内
か
ら
西
側
一
帯
が
、
寺
域
と
考
え
ら
れ
、
古
瓦
が
出
土
し
ま
す
。
出
土
瓦
の
年
代

は
白
鳳
期
か
ら
平
安
時
代
に
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
跡
と
同
文
様
の
瓦
を
出
土
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
官
寺
的
色
彩
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
始
覚
寺
跡
地
は
北
方
へ
高
く
な
っ
た
南
向
き
斜
面

オ ニ バ ス  
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で
、
こ
こ
か
ら
三
木
町
の
平
地
部
の
ほ
ぼ
全
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
７
年
度
に
圃
場
整
備
に
伴
う
試
掘
調
査
が
県
教
委
に
よ
り
行
な
わ
れ
、

築
地
、
回
廊
跡
と
敷
設
の
瓦
窯
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
南
向
き
の
丘
陵

上
に
立
地
す
る
状
況
は
国
分
尼
寺
の
場
合
と
似
て
い
ま
す
。
現
在
の
始
覚

寺
本
堂
の
前
に
塔
の
礎
石
（
幅
１
７
１
ｃ
ｍ
、
奥
行
き
１
２
５
ｃ
ｍ
、
高

さ
５
５
ｃ
ｍ
の
花
崗
岩
、
中
央
部
に
直
径
８
０
ｃ
ｍ
と
３
８
ｃ
ｍ
の
二
重

の
穴
が
あ
る
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
二
重
孔
の
塔
心
礎
石
は
、
香
川
県
で

は
他
に
開
法
寺
跡
、
鴨
廃
寺
跡
に
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

８ 

始
覚
寺 

本
尊 

木
造
観
世
音
菩
薩
立
像 

こ
の
寺
の
創
建
に
つ
い
て
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
掘
さ
れ
る
古

瓦
に
は
宇の

き

瓦
か
わ
ら

（
軒
平
瓦
）
や

鐙
あ
ぶ
み

瓦
か
わ
ら

（
軒
丸
瓦
）
な
ど
数
種
類
あ
り
ま
す
。

宇
瓦
の
文
様
は
偏
向
唐
草
文
、
丸
瓦
は
蓮
華
単
弁
文
等
で
、
裏
に
布
目
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
い
ず
れ
も
白
鳳
期
の
も
の
で
、
寺
の
創
立
年

代
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

寺
は
天
正
年
中
（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
）
に
長
宗
我
部
の
兵
火
に
あ

始 覚 寺  
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い
、
焼
失
し
ま
し
た
が
、
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）
寺
跡
に
観
音
堂
と
庵
室
が
再
建
さ
れ
、
明
治
初
年
（
１

８
６
８
）
に
護
摩
堂
や
鐘
楼
な
ど
を
修
繕
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 
９ 
香
川
大
学
農
学
部 

香
川
大
学
農
学
部
の
前
身
木
田
郡
立
農
学
校
は
、
明
治
３
６
年
（
１
９
０
３
） 

に
乙
種
農
林
学
校
の
設

立
が
認
可
さ
れ
、
池
戸
八
幡
神
社
の
別
当
恵え

徳
院

と
く
い
ん

で
あ
っ
た
一
角
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
明

治
３
８
年
（
１
９
０
５
）
香
川
県
に
移
管
し
、
香
川
県
立
農
林
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

２
２
年
（
１
９
４
７
）
「
香
川
県
立
農
業
専
門
学
校
」
昭
和
２
５
年
（
１
９
５
０
）
「
香
川
県
立
農
科
大
学
」

を
経
て
昭
和
３
０
年
（
１
９
５
５
）
国
立
に
移
管
し
「
香
川
大
学
農
学
部
」
の
設
置
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
設
置
認
可
の
条
件
を
満
た
す
べ
く
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
施
設
も
整
備
が
進
み
、
昭
和
３
４
年

（
１
９
５
９
）
移
管
が
終
了
し
、
３
学
科
１
９
講
座
、
入
学
定
員
８
０
人
の
香
川
大
学
農
学
部
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
昭
和
４
３
年
（
１
９
６
８
）
に
は
大
学
院
農
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。 

 

木
田
郡
立
農
学
校
創
立
か
ら
数
え
て
平
成
１
５
年
（
２
０
０
３
）
に
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
多

く
の
指
導
者
を
輩
出
し
ま
し
た 
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９
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国
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史
』
昭
和
６
３
年
３
月
３
０
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史
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高尾逆流防止樋門  

奈良専二翁の碑  

女井間池の由来  
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 ことでん 築港行き １２月１９日（日） 

農学部前     築 港  

１２：０６ → １２：３９  

１２：２６ → １２：５９  

１２：４６ → １３：１９ 

 

男木島往復 ２月２７日（日） 

高松港    男木港       

８：００ →  ８：４０  

１３：４０ ← １３：００  

 

 

次回のふるさと探訪は・・・・  

 テ  －  マ 水仙街道を男木島灯台まで歩く  

 と  き 平成２３年２月２７日（日）  

      ９：００～１２：００  

 集合場所 高松港（雌雄島海運フェリー乗場）  

 講  師 妹尾 共子（高松市歴史民俗協会会員）  

広報「たかまつ」２月１５日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。  

※天候等により中止の場合のみ文化財課（℡８３９－２６６０

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。（電話が通じな

い場合は、「実施」です。）  
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


